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研究成果の概要（和文）：精神疾患を含むメンタルヘルス問題のある親が虐待者となる事例は増加傾向にあり、
これら問題を抱える親に対する支援課題・方法は発展途上で、特に児童養護施設に入所児童と親の家族再統合は
大きな課題である。
この度、児童養護施設職員に調査をし、メンタルヘルス問題を抱える親への支援には人間関係や社会からの「孤
立化」が問題で、「関係形成力を高める支援」が重要と導き出し、支援するうえでの簡易なマニュアルを作成し
た。

研究成果の概要（英文）：Parents with mental health problems including psychiatric disorders as 
abusers are on the increase and issues and methods for supporting these parents with mental health 
problems are in development. Parental family integration of children in orphanages was especially a 
big challenge. Upon investigating orphanage staff, I have concluded that social isolation is the 
problem for parents with mental health problems and that "support for improving relationship 
building skills" is important. Based on this, I created a simple support manual.

研究分野： こども家庭福祉、ソーシャルワーク
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）児童虐待とメンタルヘルス問題 
平成 26 年 8 月の厚生労働省の発表による

と、平成 25 年度の児童相談所での児童虐待
相談対応件数は 73,765 件（速報値）となっ
ており、児童数の減少にも関わらず、児童虐
待は増加の一途をたどっている。 
なかでも、精神疾患を含むメンタルヘルス

問題のある親が虐待者となる事例は増加傾
向にあり、これらは理論的にも実証的調査研
究においても明らかになっており、親のメン
タルヘルス問題と児童虐待とは、様々な形で
関連性が指摘されているといってよい。この
ことから、児童虐待は、精神保健福祉の課題
としての側面をもつ。ただし、その実態につ
いては明確な統計が存在しないことに加え、
着眼点や議論の方向性も多様であり、共通見
解を生み出すには至っていない。また、支援
方法に関する実践的な研究は乏しく、とくに
ソーシャルワークの視点による総合的な支
援に関する研究については、ほとんどないの
が現状である。 
 
（２）メンタルヘルス問題のある親による児
童の養育と社会問題 
平成 20 年の患者調査（厚生労働省）では

精神疾患の患者数が 320 万人を超え、その後
も同水準を維持している。すでに 4大疾病の
患者数を上回っており、精神疾患を加えた５
大疾病に対して、厚生労働省は医療計画を策
定することとしている。今日、メンタルヘル
ス問題は社会的にも政策的にも重要な課題
となった。また、多くの精神疾患の好発年齢
が 10代後半から 40代の子育て世代であるこ
とから、精神疾患のある親による児童の養育
は、大きな課題となってきている。メンタル
ヘルス問題の範疇には多様な疾患が含まれ、
それぞれの特性や対応も一様ではない。これ
らメンタルヘルス問題を抱える親に対する
支援課題、支援方法について明らかにするこ
とは、社会的な意義が大きい。 
 
（３）メンタルヘルス問題を抱える親と児童
養護施設での家族再統合支援 
 児童虐待の発生要因については明確な共
通見解は得られていないものの、精神疾患の
ある親が虐待者となる事例はしばしば報告
されている。しかし、どのような精神疾患が
どのように児童虐待に関係しているのかと
いう実態は、十分把握されていない。メンタ
ルヘルス問題のある親による児童虐待の実
態を明らかにすることには、大きな意義があ
る。また、児童養護施設に入所している児童
の多くは家族と何らかの交流があり、家庭復
帰に向けて家族とどのようにかかわり、家族
再統合を進めていくかが重要なテーマとな

っている。親のメンタルヘルス問題の種類や
程度によって実際の支援アプローチが異な
ることから、ソーシャルワークの視点を用い
て支援課題を明らかにすることは大変重要
である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、『1．研究開始当初の背景』に

記載した着眼点に基づき、3 年間の研究期間
内に達成可能な研究目的を以下のように設
定し、精神疾患を含むメンタルヘルス上の問
題がある親による児童虐待の実態を把握す
るとともに、児童養護施設職員への事例調査
を通して、問題の実態と支援上の課題の一端
を明らかにすることとした。 
 
３．研究の方法 
児童養護施設の入所から退所までの間に、

メンタルヘルス問題のある親に対して、児童
養護施設職員がどのような対応（ソーシャル
ワーク）をしたのかを、とりわけ、児童養護
施設職員への事例調査を通して、問題の実態
と支援方法開発における課題の一端を明ら
かにし、その上でメンタルヘルス問題のある
親に対する支援体制構築の道筋を解明し、児
童虐待の予防に資する。 
そのために 3年間という期間は、次のよう

に取り組みを行うこととした。 
 
（１）平成 27 年度の活動について 
 平成 27 年度の取り組みとしては、研究メ
ンバーを 2つのグループに分け、Ａ市の児童
養護施設に 2 カ所に訪問。平成 27 年 5 月 16
日にＢ園、5月 26 日にＣ園の児童指導員に対
し、聞き取り調査を実施し、児童養護施設の
入所児童で、メンタルヘルス問題を有する親
の虐待の状況を把握することに努めた。 
 平成 20 年度、厚生労働省は都道府県・児
童相談所設置市に対して「家庭復帰の適否判
断のためのチェックリスト」を含む『虐待を
する保護者を援助するためのガイドライン』
を示した。チェックリストは、入所措置（里
親委託）中の子どもについて、家庭復帰を検
討する段階を迎えた際に、最低限押さえてお
くべき項目を整理したものである。このチェ
ックリストと聞き取り調査を踏まえ、アンケ
ート用紙を作成した。  
 その後、再度 8 月 19 日にＢ園、8 月 18 日
Ｃ園に調査票の信頼性・妥当性の把握のため
に予備調査を実施し、10 月 5日に質問紙を北
海道内 23 か所の施設に郵送した。返信は 18
施設で、全て有効票であり、回収率 78．2％
であった。 
 平成 27 年度は、研究代表者である飯浜浩
幸研究室において、平成 27 年 4 月 23 日、7
月1日、8月25日の合計3回会議を開催した。



研究代表者・分担者含めメンバー全員が学内
のみで構成されていることから、1 カ月に 2
回ある学科会議終了後にも打ち合わせを行
い、また通常業務の中での情報確認作業も適
宜実施した。 
 
（２）平成 28 年度の活動について 
平成 27 年度にＡ市の児童養護施設 2 施設

に聞き取り調査を行い、表記研究に関する現
状分析を行ったうえで調査票を作成し、同年
10 月に北海道内児童養護施設全 23 施設に調
査票を配布した。返信は 18 施設全て有効票
で回収率 78.2％。平成 28 年 6 月には北海道
外の児童養護施設である全475施設に調査票
を配布し、7 月と 9 月の 2 回のアンケート用
紙返信の督促を経て、全国 602 施設から、222
の回答をいただき、うち有効票 213 票で回収
率 35.3％となった。 
 
（３）平成 29 年度の活動について 
平成 27年度と 28年度において表記研究に

おける現状分析、およびそれに基づいたアン
ケート調査を行い、それらについての報告を
行った。 
平成 29 年度においては、前年のアンケー

ト調査において、施設に訪問してのインタビ
ュー調査のお願いをし、「協力できる」とお
答えいただいた児童養護施設に研究分担者
が赴くこととした。 
家族再統合についての聞き取り調査に「協

力できる」というご返事をいただいた施設は
全国 12 施設で、研究分担者が確認の連絡を
取り、再統合の成功事例に直接かかわった児
童養護施設職員へのインタビューの協力を
取り付けた。 
訪問調査を行うにあたり、インタビュー開

始1か月前に、インタビューガイドを郵送し、
あらかじめ成功事例の資料を用意いただい
て、平成 29年 6月から 9月までに全国 12 施
設 13 事例の聞き取りを行った。 
分析焦点者は各々の児童養護施設の職員

で「家族再統合成功事例に最後までかかわり、
当該児童及び家族との関係を形成し支援に
あたった者」であった。当該事例にかかわっ
た児童養護施設職員にインタビューを行い、
それを分析した。分析方法は、調査結果報告
をＭＧＴＡ（修正版グランテッドアプロー
チ）を使って行った。概念作成とカテゴリー
化、その関連図作成までを行い、最終的に、
ソーシャルワークの視点を用いて、メンタル
ヘルスの問題を抱える親に対する簡易的な
チェックリスト、マニュアルを作成した。 
 
４． 研究成果 
（１）メンタルヘルスの問題を抱える方への 
支援において必要なカテゴリーと関係性 

3 年間という期間で、研究成果・報告は大
学が出版している研究紀要にまとめ、報告を
行った。 
最終的に、メンタルヘルスの問題を抱える

方への支援において、概念化し、いくつかの
カテゴリーに区分けして、各カテゴリー間の
関連を図示した。各カテゴリーは以下のとお
りである（カッコ内は概念名）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図) メンタルヘルスの問題を抱える方への支援において必要なカテゴリー 

と関係性 

 
「関係形成基礎力の構築」（・愛着形成の確

認・適応のための支援・生活習慣の獲得）、「家
族関係力の形成」（・保護者の疾患についての
説明の工夫・職員との信頼関係形成の工夫・
入居児童同士の連携した支援・外泊から戻っ
た児童への支援）、「他機関との連携」（・保護
者の関係形成力の把握・関係勢力の総合把
握・パーソナルな関係の重視・血縁者等イン
フォーマル資源との連携）、「保護者の家族内
関係形成力の構築」（・保護者の関係形成力の
エンパワメント・来園時における信頼関係の
形成・早期に家族復帰を希望した家族への対
応・養育についての助言）、「見守りの工夫」
（・フォーマル機関へのアクセスと連携・職
員との信頼関係の継続）とした。 
なお、「潜在化したニーズの把握」、「家族外

の関係形成のエンパワメント」、「施設の取り
組みの家族への発信」は独立した概念をその
ままカテゴリーとした。 
  
（２）関連図とコアカテゴリー 
各カテゴリーの関連図を図示し、各概念間

の関係を支援過程に沿って結び付けていくう
ちに、被虐待児と当該家族の再統合過程にお
いて核となるものは、当該児童と家族成員、
家族成員と親族・地域住民、当該児童と教育
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機関（及びそこに通う他児童）、家族成員とフ
ォーマル機関、など、当該児童と家族成員を
中心とした人間関係の形成がメインになって
いることが分かった。児童虐待の加害者が肉
親である場合、その原因に「孤立化」があげ
られる。ゆえに、家族再統合においては当該
児童を含めた家族成員、特にメンタルヘルス
的問題を抱えた保護者の周囲に何らかの人間
関係を形成することは必須であると考える。
今回の調査において、各児童養護施設の支援
過程において、その関係形成力を高める支援
が根底にあることが確認できた。ゆえに、カ
テゴリー関連図のコアカテゴリーを「関係形
成力を高める支援」とした。 
 
（３）メンタルヘルスの問題を抱える親への 
児童虐待対応マニュアルとチェックリスト 
 メンタルヘルスの問題を抱える親への 
児童虐待対応マニュアルについては、「児童
虐待について」、「メンタルヘルス問題とは」、
「主な連携先」、「メンタルヘルス問題を抱え
る親の課題と支援のポイント」、「チェックリ
スト」に絞りマニュアルを作成した。その理
由としては、各都道府県や市町村などでも児
童虐待防止の取り組みも活発化し、多くの児
童虐待対応マニュアルが作成されているこ
とから、メンタルヘルスに特化したマニュア
ルとした。 
 
（４）課題と今後の展望 
メンタルヘルスの問題を抱える親への児

童虐待対応マニュアルとチェックリストに
ついてであるが、作成したが時間的制約もあ
り、その活用もさることながら、活用後の評
価については実施できていない状況である。 
 今後、マニュアルについてはアンケートな
どにご協力いただいた各機関に郵送予定で
ある。まずは活用、簡易的にコメントをいた
だきながら修正を加え、マニュアルの質を高
めていくことが重要であり、引き続き研究を
深めていくことが必要であろう。 
 先にも記載した通り、児童虐待の発生要因
の不明確さ、それに難しさを増す精神疾患の
ある親が虐待者となる事例に対する対応は
難しく、この度のマニュアル、チェックリス
トが十分把握されていないメンタルヘルス
問題のある親による児童虐待の実態を少し
でも明らかにし、家族再統合に向けてのきっ
かけになれば幸いである。 
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